
事例 公開日：2024/3/12　No.2024-016

概要 クイッククランパー導入効果

利用製品：

分 野：自動車、一般産業製品�
用 途 例：組立、検査

アルミプロファイルの土台と組み合わせることで、
形状が大きく異なるワークも支持可能

ワークごとに必要だった治具を共通化。工数や治具の保
管場所を削減できます。土台のアルミプロファイルは分
解・再組立てが容易なため、長期に使用しない場合はバ
ラすことで、より少ないスペースで保管できます。
手作業の治具に使用する場合、専用治具であればワーク
の姿勢が固定させてしまいます。ならいユニットを使用
すると、作業者が最も作業しやすい姿勢で固定出来るの
で、作業効率の改善が見込めます。

アルミプロファイルの土台と組み合わせ、配置の変更が
簡単にできる置き治具です。ならいユニットだけで高低
差や形状が大きく異なるワークに対応しようとすると、
治具が大型化してしまいます。土台部部分をアルミプロ
ファイルにし、ワークごとに土台の配置や組み方を変え
る方式であれば、治具の小形化と部品点数の削減が可能
です。
ならいユニットに砲弾ゴムタイプと吸着パッドタイプの
ならい素子を併用することで、押し引きのどちらにも対
応可能となっています。

配置変更可能な置き治具
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